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平成 27年度 事業報告書 

（自 平成 27年 4月 1日～平成 28年 3月 31日） 

 

法人の概要 

   

1. 設立年月日 平成 8年 4月 1日 

 

2. 定款における目的 

この法人は、地域づくりの組織として地域と連携を図りつつ、地域住民の健康・福祉

の増進を図るとともに、地域の居住環境を整備し、観光関連公共施設の適切な管理運営

を行い、地域の活性化と潤いのあるまちづくりを推し進め、地域社会の発展に貢献する

ことを目的とする。 

 

3. 定款における事業内容 

(1) 高齢者並びに社会的弱者に対する自立支援を目的とした事業 

(2) 地域の居住環境整備に関する事業 

(3) 特産品等の開発及び販売に関する事業 

(4) 観光関連公共施設等の管理運営及び維持管理業務の受託 

(5) その他前条の目的を達成する為に必要な事業 

 

4. 主務官庁に関する事項  岐阜県清流の国推進部市町村課 

 

5. 事務所等の状況     岐阜県揖斐郡揖斐川町東横山 264番地 3 

 

6. 役員等に関する事項 

 理事 6名、監事 2名、評議員 8名（平成 27年度末日現在） 

   

 

 

 役  職 氏   名 常勤・非常勤 

 理 事 長  窪田 直樹 常 勤 

 理 事 中島 兼房 非常勤 

 理 事 中島 郁二 非常勤 

 理  事 杉本 一義 非常勤 

 理  事 新井 弘文 非常勤 

 理 事 清水 政則 非常勤 
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 役  職 氏   名 常勤・非常勤 

 監 事 竹中 章 非常勤 

 監 事 中島 功二 非常勤 

 評 議 員  杉島 初代 非常勤 

 評 議 員  宮川 優 非常勤 

 評 議 員  戸澤 師康 非常勤 

 評 議 員  山口 好文 非常勤 

 評 議 員  五十川 保彦 非常勤 

 評 議 員  竹中 勝 非常勤 

 評 議 員  高橋 嘉明 非常勤  

 評 議 員  高橋 正彦 非常勤 

 

 

7. 職員に関する事項（平成 27年度末日現在） 

                           

職     名 
   職  員  数  

合  計  男  子 女  子 

事  務  職    9名   2名  11名 

契 約 職 員    1名     0名    1名 

パート・アルバイト   11名   35名  46名 

合   計   21名   37名  58名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3 

 

 

事業報告 

（1） 揖斐川町から委託を受けた町営施設、観光施設の管理及び運営に関する事業 

 

① 揖斐川町藤橋新山村振興等農林漁業特別対策施設 

1. 揖斐川町藤橋農林水産物処理加工施設（特産品加工施設管理運営） 

 蕎麦製造については、昨年に引き続き玄そばを業者に依頼し藤橋庵仕様の製

粉を行った。コストを削減し、品質の向上を図ることによりお客様に喜ばれる

蕎麦に仕上がった。藤橋庵へ蕎麦に換算し 27,357食を提供した。 

また地元の農家で栽培された唐辛子や椎茸等の乾燥処理も行い加工施設とし

ての取り組みも行った。製造委託商品として椎茸せんべいを 1,057袋販売を行

った。いび茶パウンドケーキ、黒糖味噌おこし、胡麻味噌せんべいを新たに商

品化した。 

手焼きせんべいについては、各道の駅の施設を中心に販売を行った。 

 

② 揖斐川町藤橋農山漁村活性化定住圏創造施設 

1. 地域特産物販売施設（道の駅 星のふる里ふじはし 管理運営） 

 野外に簡易組み立て式休憩施設を 2ヶ所と喫煙スペースを設けた。また、防

犯対策用として監視カメラを店内、屋外にそれぞれ 2箇所設置し防犯意識の高

揚に努めた。 

 農産物の販売は、販売農家数 121 件、売上 21,744 千円と前年対比 100％と

なり高齢化は進むが昨年と同程度となる。繁忙期のＧＷ期間とお盆期間の営業

時間の見直しを行い、夜 7時までそれぞれ延長して営業を行った。また、多種

多様な商品を導入し、お客様のニーズに対応した。今年度も多くのメディアに

取り上げられた。12月より揖斐川町から AEDの貸与があり設置を行った。 

 

2. 藤橋庵管理運営 

 調合したそば粉の導入で味と食感、風味と安定的に提供できるようになり、

お客様より一定の評価を頂けるようになった。また食材の価格上昇により一部

メニューの価格を見直した。同時にメニュー表を一新しお客様に判り易く、注

文のし易いメニューへと変更した。併せて土・日・祝日の営業時間の変更によ

る売り上げの増加を図った。 

  

3. 特用林産物生産施設 集出荷加工施設（椎茸施設管理運営） 

 年 6 回合計 11,760 本のホダ木の搬入を行った。生産量については、冷暖房

の装置の故障等により調整に手間取ったが、2つの道の駅へ安定的に出荷する
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事が出来た。消費者からは、国内産（藤橋産）としての安心感と品質の良さか

ら固定客を掴んでおり、今後も安定的に供給できる様な生産体制を構築する事

が大切な要因となっている。 

 また、椎茸を使った商品を開発し道の駅やイベント等で販売を行った。 

 

4. 配食サービス運営 

 高齢者の福祉の増進を目的に、高齢者世帯又は独居老人に対して昼食・夕食

を 19,833食と全体では 22,866食を提供した。今年度より配送業務も直接運営

する事となり、揖斐川町福祉課及びシルバー人材センターと連携を図り事業を

展開した。 

新たに管理栄養士と契約を結び、食事内容について検討することで、栄養の

バランスやカロリーなどきめ細かな対応が取れるようになった。 

 町の人口も高齢化が進んでおり今後もこのサービスを受ける高齢者が増え

る傾向が強まっている。 

 

5. 緑地公園・ハーブガーデン（道の駅公園管理） 

 花の根付けや花木の手入れ除草を中心に作業を行った。花壇には四季折々の

花を植え付け、花と緑を楽しめ来場者の憩いの場として日々整備に努めた。 

 

6. 道の駅駐車場・歩道管理・情報交流館管理・公衆トイレ管理 

 道の駅駐車場・歩道管理については、安全を最優先に取り組み清掃や落下物

等の撤去、冬期間においては、暖冬の影響により除雪や融雪剤の散布等の業務

が大幅に減った。また、電気自動車用の「急速充電器」が設置された。 

 情報館については、最新の道路情報を掲示し利用者にいち早く正確に伝えた。

また町内の観光案内や近隣町村のポスター等の展示も併せて行った。 

 公衆衛生の向上を目的に、公衆トイレ清掃については、毎日定期的に行い利

用者に清潔で安心感を与えるように努めた。年末には業者による清掃を行い普

段手の届かない場所を中心に行なった。岐阜県による公衆トイレの改収工事が

始まった。内容は、和式便器を洋式便器に取り替え、災害時用の発電器及び貯

水タンク、予備浄化槽の設置となる。完成は平成 28年度 6月末の予定である。 

 

③ 揖斐川町教育交流施設 

1. レストラン星のふる里管理運営 

昨年より導入したメニューのダムカレー（よことくカレー）は、テレビの取

材や雑誌等、来場者のフェイスブック等のネット掲載により、一段と注文が増

えて行った。また揖斐川町特産のボーノポークを使ったとんかつ定食も人気を
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呼んだ。昨年に引き続き、付き出しの惣菜については、可能な限り地元産の食

材を使い提供を行った。また季節毎に期間限定メニユーの展開を図った。 

 しかしながら、夏場にノロウィルスによる食中毒を引き起こし、お客様に苦

痛や心配を掛けたことは痛恨の極みとなった。これを契機に、全施設において、

保健所の指導による衛生管理や自主管理を徹底し、再発防止に向けての取り組

みを行った。また定期的に業者による清掃等を行い衛生面での対応を行った。

食中毒警報等の情報についても、全施設で共有し、食品等に携わっている職員、

従業員について毎月検便を実施し体調管理や衛生管理を行っており、二度と発

生しないように、今後も継続的取り組みを行っている。食中毒の発生から自粛

していた法要や弁当の製造についても、加熱調理した物を中心に順次再開を行

った。 

 エントランスホールについては、清掃・美化に心がけ来場者に憩いの場を提

供した。団体や個人の作品発表の場として多くの方に利用を頂いた。 

 

④ 揖斐川町藤橋産業振興施設 

1. 高齢者木工加工活動施設（木工所管理運営） 

 木工所の利用については、当財団施設の修繕や展示台・販売台等の加工を中

心に利用した。また木材等の貯蔵など施設を有効に利用する事が出来た。工作

機械や木材の在庫商品について、売却や処分を実施し整理を行った。 

 

2. 特用林産物展示実習施設管理 

 建物・付属設備・備品等の清掃点検を実施し、良好な環境を保つよう努めた。 

 

⑤ 揖斐川町貝月森林総合利用施設 

1. 貝月森林総合利用施設管理運営 

 今年度は、新たな取り組みとして森林の再生や有効利用を掲げ、県と町と企

業（大垣共立銀行）による森林公園の開発が行われ、ＯＫＢ森林共和国が誕生

した。貝月ゲンレンデに、植樹を行い将来の緑豊かな森づくり、また環境整備

へとその輪が広がって行った。 

今年度も引き続き施設の老朽化や近隣施設の状況を考慮し、コテージ・バン

ガローの宿泊料金の見直しを行った。結果、コテージ・バンガロー・キャンプ

を中心に多くの集客が出来た。またミニイベント、地域イベントへの参加を行

った。花事業については、規模を見直し行った。 

 ウィンターシーズンについては、価格は昨年同様、毎週火曜日を定休日とし

準備を行ったが、暖冬により年末年始の営業、成人式を含む 3連休の営業、ま

た 2 月の営業等が出来ず、売り上げの大きな減少となった。（1/21～1/29 の営
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業日数 8日間）オープン前には安全対策として大きな投資や営業面での先行投

資をおこなっており回収するのが困難となった。今年度より、揖斐川町から

AEDの貸与があり設置を行った。 

 

⑥ 揖斐川町久瀬温泉施設 

1. 久瀬温泉施設管理運営 

 今年度は、修繕費が大幅にアップし、経営面での負担が増加した。しかしな

がら、暖冬による燃料費、特に灯油価格の大幅な下落により、効率的に運営を

することとなった。また雪による交通障害がほとんどないため、来客数が増加

し昨年度を上回った。またペレットについては、岐阜県・揖斐川町と協議を重

ね有効利用について討議が行われた。 

 イベントとして、温泉スタンプラリー、毎月 10日と 26日をポイント 2倍デ

ー、町内の 3温泉施設とのタイアップイベントなど集客に向けた取り組みを行

った。温泉施設として衛生面での清掃等を徹底し、安心で安全な利用に努めた。 

今年度より、揖斐川町から AED の貸与があり設置を行った。併せて取り扱い

についての講習会を消防署の指導のもと受講した。 

 

 

⑦ 揖斐川町谷汲特産品加工販売施設 

1. 谷汲特産品加工展示販売施設（道の駅夢さんさん谷汲管理運営） 

 今年度は、隣接する緑地公園で皇太子殿下御臨席による育樹祭が 10 月に実

施され、その効果により来場者等が増え売り上げも回復した。情報館について

は、トイレと合わせて改修工事が施され利用しやすくなった。 

 ただ、緑地公園については、引き続き整備事業が行われており入園する事が

出来ない状況にある。 

隣接する情報館については、情報提供として最新の道路情報を掲示し利用者

に正確に伝えた。また町内の観光案内や近隣町村のポスター等の展示も併せて

行った。駐車場に、新たに電気自動車用の「急速充電器」が設置された。 
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（2） 地域活性化に資するイベントの実施、観光宣伝及び観光客誘致のためのイベントの

実施 

 

ワンダーピクニック（軽トラ市）出店      5/29 

揖斐高原ロードパーティー           5/30・5/31 

ＯＫＢ森林共和国開催式典           6/27 

藤橋地区夏祭り出店協力            8/14 

揖斐高原音楽イベント Reinbow2015         8/30 

いび秋まつり軽トラ市             10/17 

恋のつり橋フェスタ開催（協賛）        10/18 

藤橋地区文化祭                10/31 

いびがわマラソンレセプション（揖斐高原）   11/7 

いびがわ産業フェスティバル          11/14・15 

揖斐高原スキー場安全祈願祭          11/27 

揖斐高原スキー場運営期間           1/21～1/29（8日間） 

 

◎ 県内外出店（観光 PR、特産品 PR） 

春のふるさとフェア出店（名古屋中日ビル）   4/24  

 

（3） 観光に関する情報収集・提供、及び刊行物の発行に関する事業 

 総合観光パンフレットの増刷を行い各施設や関係機関に配布した。観光 PR に役

立つ事を期待したい。 

 財団ニュースは、年 3回発行した。決算報告やイベント案内、事業の実施状況等

解り易い紙面に仕上げた。 

 

（4） 地域の居住環境に関する事業 

藤橋マンション管理運営 

 イビデン工事関係者を中心に入居者が増え、一時満室状態となった。 

また揖斐川町移住定住対策事業については、103号室の入居者の訴訟等により実施 

が見送られた。協議会、揖斐川町、弁護士等で解決を図ったが解決できず引き続

き裁判を継続する事となる。 

 

 

 

 



8 

 

 

役員会等に関する事項 

 

第１回臨時評議員会 平成 27年 4月 1日（水） 

 審議事項  

 ・一般財団法人いびがわ理事の選任について 

 

第１回理事会  平成 27年 4月 1日（水） 

 審議事項 

 ・一般財団法人いびがわ理事長の選任について 

 ・一般財団法人いびがわ賃金規程の一部変更について 

 

第 2回理事会  平成 27年 5月 22日（金） 

審議事項   

・平成 26年度一般財団法人いびがわ収支補正予算書（第 2号）の専決処分の承認につ 

 いて 

・平成 26年度一般財団法人いびがわ事業報告書及び会計決算報告書の承認について 

・平成 27年度一般財団法人いびがわ第 1回定時評議員会開催について 

 

第 1回定時評議員会 平成 27年 5月 29日（金） 

審議事項   

・平成 26年度一般財団法人いびがわ事業報告書及び会計決算報告書の承認について 

 

第 3回理事会  平成 27年 7月 26日（日） 

報告事項 

 ・藤橋道の駅「レストラン星のふる里」における食中毒発生について 

 

第 4回理事会  平成 27年 11月 27日（金） 

 審議事項 

 ・一般財団法人いびがわ特定個人情報取扱規程（マイナンバー制度）について 

 報告事項 

 ・平成 27年度一般財団法人いびがわ第 1四半期及び第 2四半期の会計監査報告について 

 

第 5回理事会  平成 28年 3月 22日（火） 

審議事項 

 ・平成 27年度一般財団法人いびがわ第 2回評議員会開催について 
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 報告事項 

 ・平成 28年度一般財団法人いびがわ事業計画書及び収支予算書について 

 ・平成 27年度一般財団法人いびがわ第 3四半期の会計監査報告について 

 

第 2回評議員会  平成 28年 3月 30日（水） 

 報告事項 

 ・平成 28年度一般財団法人いびがわ事業計画書及び収支予算書について 

 ・一般財団法人いびがわ特定個人情報取扱規程（マイナンバー制度）について 
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公益目的支出計画実施報告書 

 

 

 一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財団法人の認定

等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第 127条第 3項の規定により、

別紙のとおり 27年度（平成 27年 4月 1日から平成 28年 3月 31日まで）の公益目的支出

計画実施報告書を提出いたします。 

 

 

1. 公益目的支出計画実施報告書 

【27年度（2015/4/1から 2016/3/31まで）の概要】 

1.公益目的財産額 540,440,029円 

2.当該事業年度の公益目的収支差額（（1）+（2）-（3）） 46,524,583円 

 （1）前事業年度末日の公益目的収支差額 39,874,234円 

 （2）当該事業年度の公益目的収支の額 27,768,517円 

 （3）当該事業年度の実施事業収入の額 21,118,168円 

3.当該事業年度末日の公益目的財産残額 493,915,446円 

4.2の欄に記載した額が計画に記載した見込み額と異なる場合、その概要及び理由 注 

計画作成時点の見込みに比べ、継 1、継 2における実施事業収入の額が見込みを上回っ

たため、当該事業年度末日の公益目的収支差額が計画における見込み額を上回ったもの

である。尚、公益目的収支計画の実施期間が 42 年間であるため、今後の実施事業の規

模を鑑みても、実施期間に関しては影響が無いものと考える。 

 

 【公益目的収支計画の状況】 

 

 

 

公益目的支出計画の 

完了予定事業年度の末日 

（1）計画上の完了見込み 平成 70年 3月 31日 

（2）（1）より早まる見込みの場合  
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平成 27年度事業報告の附属明細書 

 

 

 

 

施設名 本年度収入 本年度人数 
前年対比 

 収入    人数 

揖斐川町藤橋農林水産物処理加工施設（特産品加工施設） 6,867,611  101.0％ 
 

地域特産物販売施設（道の駅星のふる里ふじはし） 88,166,622 ＊81,369人 103.7％ 102.8％ 

揖斐川町藤橋農山漁村活性化定住圏創造施設（藤橋庵） 21,210,780 23,611人 100.5％ 99.6％ 

特用林産物生産施設 集出荷加工施設（椎茸施設） 5,105,546  108.1％  

配食サービス運営（上段：弁当代、下段：弁当代+配送料） 
8,884,524 

22,866食 
103.3％ 

103.0％ 
15,072,420 -  

揖斐川町教育交流施設（レストラン星のふる里） 26,966,717 30,079人 99.7％ 102.9％ 

貝月森林総合利用施設 12,288,815 14,759人 17.9％ 26.4％ 

久瀬温泉施設 11,215,128 28,556人 92.3％ 95.1％ 

谷汲特産品加工展示販売施設（道の駅夢さんさん谷汲） 17,566,415 21,480人 106.3％ 107.8％ 

                                                      ※レジ通過者 


